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１．はじめに   
昨年 11 月末に国際協力銀行が発表した「国内製造業の海外直接投資調査」において、インドネシアは、

1992 年の調査開始以来 1 位を守り続けてきた中国を抑え、「中期的（今後 3 年程度）に有望な投資国」の 1
位に選ばれた1。現在、インドネシアの中間・富裕層は、人口約 2 億 5,000 万人の 30%にあたる 7,400 万人

に達しており、今後も年間 800 万人超のペースで増加し、2020 年には 1 億 4,100 万人まで拡大することが

見込まれている2。こうした中間・富裕層の増加に伴う市場拡大への高い期待を背景に、製造業を始めとする

多くの企業からの投資が進むにつれて、近年では、各国の保険会社によるインドネシア進出の動きも活発化

している。 
 本稿では、インドネシアの保険市場の概況を確認するとともに、今年 1 月より本格的に始動する新たな金

融監督機関 Otoritas Jasa Keuangan（以下、「OJK」という）について紹介する。 

２．保険市場の概況 
《図表 1》は、直近 5 年のインドネシアにおける生損

保の元受保険料の推移を示したものである。市場規模は、

生保が約 9,300 億円、損保が約 3,800 億円、安定して二

桁の高い成長率で推移してきており、特に生保分野にお

いて著しい成長が見られる。 
 安定した成長率を記録する一方で、保険の普及率は、

2012 年時点で生保 1.24％、損保 0.53％の合計 1.77％と

いまだ低い水準にとどまっている3。これは日本を含む欧

米先進国の水準（10％前後）はもとより、インド、中国、

マレーシアなどアジア近隣諸国（3～6%程度）と比べて

も低水準であることから、インドネシアは今後も引続き成長機会の大きい有望なマーケットと見られている4。   
 保険金支払いの面では、生損保ともに、保険金の支払額が元受保険料の成長率を上回るペースで増加して

きている。損保の 2012 年の損害率は 45%だが、保険金支払額は前年比 34.3%の上昇が見られる。生保の保

険金支払額は、前年比 20.8%上昇し、この 5 年で 2 倍に拡大している5。 

３．活発化する M&A  
2012 年現在の業界プレイヤー数は、生保 47 社、損保 84 社、再保険 4 社、社会保険公社 5 社の計 140 社

であり、2008 年以降その数に大きな増減は生じていない。近年では保険会社の M&A が増加しており、今後

もこの傾向は継続すると見られているため、市場統合の動きが進むにつれ、将来的にはプレイヤー数が減少

していく可能性も指摘されている6。活発な M&A が行われている背景には、保険会社の最低必要資本額が

2012 年末に 400 億ルピアから 700 億ルピアに引上げられた影響がある。引上げ当時、資本要件を満たせな

くなった会社が数十社ほど発生したとされている7。最低必要資本額は、今後さらに 2014 年末を目処に 1,000
億ルピアまで引上げられる予定となっており、小規模の保険会社を中心に、さらなる M&A の必要性に迫ら

れるケースも発生してくるものと思われる。加えて、インドネシアでは、外国企業による保険会社への出資

比率の上限は 80％と、タイ（49％）、インド（26％）など他のアジア諸国に比べて高い水準に設定されてお

り、海外の企業にとっては、現地での支配権がとりやすい環境となっている。 
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《図表 2》金融監督体制の推移 

（出典）OJK 資料等より損保ジャパン総研作成。

 なお、インドネシアは世界最大のイスラム人口（約 2 億人）を抱える国家であることから、前述の 140 の

生損保等の保険会社に加えて、イスラム教徒用の保険である「タカフル」を扱うタカフル保険/再保険会社も

45 社ほど（生損保会社の一部門を含む）存在している。同国のタカフル市場は現時点では保険市場に対しま

だ 5％程であるが、2007 年から 2012 年で市場規模は約 5 倍に拡大するなど、巨大な潜在的可能性を秘める

市場として高い期待が寄せられている8。外資の保険会社でも、2006 年の Allianz 社をはじめ、AXA 社、

Prudential 社などがタカフル事業を手がけており、近年はさらにその取組みを強化する動きも見られる9。 

４．新たな金融監督体制  
保険市場が大きな成長を見せる一方で、インド

ネシアの保険規制および監督体制はこれまで十分

に機能してきたとは言いがたい状況にある。イン

ドネシアの金融監督は、銀行を監督する「インド

ネシア銀行」と、銀行以外の金融機関（保険、証

券など）及び資本市場を監督する「資本市場・金

融機関監督庁」（BAPEPAM-LK：財務省下の組織）

の 2 組織によって行われてきた。しかし、金融コングロマリットやハイブリッド商品など、金融サービスが

複雑化するにつれ、金融セクターを漏れなく一元的に規制・監督する必要性が高まり、2011 年 10 月、両機

関の権限を統合する形で OJK を設置することが国会で承認された。OJK の監督権限は、《図表 2》のように

順次移行され、今年 2014 年 1 月 1 日より OJK が完全な形でスタートしている。 
 なお、OJKは昨年 10月に日本の金融庁との間で経験及び専門知識の交換に関する書簡交換を行っている10。

日本の金融庁や OJK のように金融セクターへの包括的な監督権限を持つ機関は世界的に多くないため、権

限・機能面で共通する部分が多い両者間で協力することにより、金融のグローバル化を踏まえた健全な金融

規制の仕組および市場の発展に資することを目指すとされている11。また、OJK は保険の料率算出団体の設

置も計画しており、日本の損害保険料率算出機構が支援を実施している12。 
 OJK は今後、金融セクターの健全性を強化することで、インドネシアの経済および国際競争力向上に貢献

する基盤を築くことを目指すとしているが、付与された広範な規制・監督権限の「実効性」をいかに確保し

ていけるかがこれからの重要な課題となるだろう。 

５．おわりに  
■上記３では M&A の活性化を紹介したが、OJK は、保険会社の資本要件の引上げに加え、保険事業の認可

発行も制限する傾向にあるとされている。これは、OJK が保険市場の統合を進める意向であると推測されて

おり、業界では今後も小規模会社の退出および競争力強化を狙った M&A など、企業規模の拡大を模索する

動きが続くことが予測される13。 
 また、インドネシアでは、OJK の本格始動と時期を同じくして、今年 1 月より国民皆保険制度の導入や年

金制度改革をはじめとする公的社会保障制度の改革が始まっており、これまで乱立していた各種制度が 1 本

化されることとなる。とくに、医療保障制度については、国民の 4 割ほどいた無保険者や14、民間医療保険

の利用者も一律に公的医療保険に加入することになるため、生損保市場にも一定の影響が生じてくるものと

思われる（インドネシアでは、医療保険は生損保どちらでも取り扱いが可能）。 
 大きな成長機会があるとともに、急速かつ大きな変化が起こりうるインドネシア市場の動向には、今後も

引続き注目していきたい。                         【研究員 鈴木 久子】 
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